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設置目的

分散並列処理の基盤技術を発展させるとともに、生物の内部システムや社会性生物から得られる知
見を基にした新しい並列分散モデルを開発し，実践的に使える知能システムを実現する．

研究テーマ
• 分散並列基盤技術の発展：

言語処理系，並列分散アルゴリズ
ム，ネットワークプロトコルにおける
さらなる高速化を進める．

• 分散並列モデルの開発：
生物の内部システムや社会性生物
から得られる知見を基にした新しい
並列分散モデルを開発する．

• 並列分散の応用： 新しい基盤技術と
モデルを基に，データマイニング，
画像処理，機械学習，ロボットシステム，
ソフトウェア工学ツールといった多方面
の応用を実現する．

組織の現状と将来展望
• ２つのプロジェクトに採択されたこと

で，情報科学の酪農における
実践技術を確立できる可能性がある．

• さらに連携の種類と幅を広げる．
• 誰でも使える実践的な知能システムを

実現し，様々な問題解決をサポートする．

研究体制
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研究成果ハイライト① 協調に基づく並列論理型学習システムの開発
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・自分の処理が終わった時に他のワーカの仕事の一部を受け取る
・学習探索時の評価値をワーカ間で共有し無駄な探索を避ける

■計算量の少ない問題に対するルール生成
33,333秒（約9時間15分）→ 1,053秒（約18分）

■計算量の多い問題に対するルール生成
147,992秒（約41時間）→ 3,077秒（約51分）

・頑健性の向上（←ワーカ間の相互監視）
・クラウド環境におけるシステム運用を実現

31.66倍（30CPU） 48.10倍（30CPU）

研究成果ハイライト② 分娩監視および健康管理システムの開発

【既存の技術】 : 
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